
新型コロナウイルス感染症患者の入院医療提供体制について

島根県内における新型コロナウイルス感染症患者の増加に備え、入院医療を全県単位で一元

的に調整することにより、医療提供体制の強化を行います。 

◆全県的な視点による入院調整 

○現在の病床確保 

県内の感染症指定医療機関８病院の感染症病床３０床 

県内の感染症指定医療機関及び入院協力病院に約１７０床 合計約２００床 

   ※約１７０床（感染症指定医療機関の一般病床、協力病院の一般病床） 

○島根県広域入院調整本部 

・感染症病床への入院調整は、県内３例目から島根県広域入院調整本部が実施しています

（４月１２日現在、７名が感染症指定医療機関の感染症病床に入院）。 

・ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）の専門家が参画し、患者が入院する医療機関を全県で

一元的に調整することにより、円滑な入院と医療提供体制の確保を図ります。 

○入院調整の考え方

・県内発生初期の段階から、流行まん延・慢性化等のフェーズ毎に、各病院の機能や体

制、患者の重症度に応じて、全県的な視点で調整を行うこととしており、その基本的な

考え方について、県内医療機関、保健所、市町村等に通知しました（４月１１日）。 

・特に、地域での感染拡大により、入院を要する患者が増大した場合、重症者や重症者化

するおそれが高い者に対する病床確保と、他の患者への対応にも、支障を来さないよう

医療提供体制の確保を進めていきます。 

（具体的な調整方法） 

・まず、重症患者については、ECMO管理が可能な島根大学附属病院、県立中央病院を

「重症管理指定医療機関」と位置づけ、受け入れを実施します。 
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・次に、中等症、軽症患者については、原則として、「重症管理指定医療機関」での受

け入れは行わず、県内を３つのブロック（東部、西部、隠岐）に分けて、各ブロック

内で入院医療を完結します。 

・今後、入院が必要な患者数が増加する局面となった場合でも、適切な医療提供体制と

なるよう、島根県広域入院調整本部が各医療機関の協力と連携のもとで十分な役割を

果たしていきます。 

○軽症者及び無症状者への対応 

・必ずしも入院を必要としない軽症者及び無症状者の自宅や宿泊施設等での安静・療養の

対応について、昨日（４月12日）、島根県医療審議会感染症部会の承認を受け、自宅等

での安静・療養の取扱いができるよう決定しました。 
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